










































































料金の変遷(1か月分 消費税抜き）
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□ 用途
一 般 用

営 業 用

工 業 用

官公署学校用

公衆浴場用

工事その他
一時使 用

（なし）

昭和36年12月制定

基 本 料 金

水 量 料 金

8吋まで 240円

20面まで 600 

500rr/まで 10,000 

400rr/まで 1,000 

500rr/まで 8,000 

1ms 60 
につき

4m3まで 100 

昭和51年1月の改正

基本料 金 超過料金

超過料金
（国につき）

30円

35 

30 

30 

20 

30 

ご 悶鷹料 金 使用水量 （国
料

に
金

つき）
!Orr/を超え20rr/までの分 65円

!Orr/ 2orr/を超え30rr/までの分 80 
一般月 まで 500円 30rr/を超え50rr/までの分 95 

50対を超え100m3までの分 110 
IOOrr/を超える分 125 
10吋x世帯数を超え 65円20ntX世帯数までの分

20面X世帯数を超え 80 30対X世帯数までの分
10面X

集団 枇帯数 500円 x 30n/X世帯数を超え 95 
住宅用 まで 世帯数 50n/X世帯数までの分

5Orr/X世帯数を超え 110 IOOrr/X世帯数までの分

IOOrr/X世帯数を超える分 125 
プール月 l面につき 75円
公紐註 l面につき 50 
臨時用 l面につき 250 

一般用 10吋まで 500円 l面につき 65 

0全体改定率 238. 6% 
0家庭用基本料金改定率 50. 0% 

ニ
一 般 用

営 業 用

工 業 用

団 体 用

公衆浴楊用

工事その他
一時使用

昭和38年10月全部改正

基 本 料 金

水 量 料 金

6rr/まで 200円

20対まで 700 

150吋まで 4,800 

40rrlまで 1,400 

200吋まで 6,200 

Int 65 
につき

5rr/まで 150 

昭和39年10月15日給水開始

昭和54年4月の改正（昭和54年度分）

口用途

基本料 金 超過料金

嬰鷹料 金 使用水量
10面を超え20面までの分

10面 20面を超え30rrlまでの分
一般用 まで 600円 30面を超え50叶までの分

50面を超え100吋までの分
lOOrrlを超える分
lOrrlX世帯数を超え
20面X世帯数までの分

20面X枇帯数を超え
30面x憔帯数までの分

10面X
集団 世帯数 600円 x 30nlx世帯数を超え
住宅用 まで 世帯数 50面x世帯数までの分

5orrlx世帯数を超え
lOOrr/X泄帯数までの分

lOOrrlX世帯数を超える分
プ→レ月 lrrlにつき
雌俗翻 1面につき
臨時用 1面につき

一般用 lOn/まで 600円 lrrlにつき

0全体改定率
0家庭用基本料金改定率

超過料金
（国につき）

33 円

36 
専32 
用

35 
給

31 
水

装

置

33 且
〗

（国
料

に
金

つき）
75円
95 

115 
135 専
155 
75円

用

給

95 水

装

115 置

135 

155 
90円
60 

310 

75 且
21.2% 
20. 0% 〗

昭和54年4月の改正（昭和55年度以降適用分）

ロ
某本料 金

悶鷹料 金

一般用
10ms 

まで 650円

10m双
集団 世帯数 650円 x
住宅用 まで 世帯数

プール月
公鱈訓
臨時用

一般用 10吋まで 650円

超過料金

使用水量 (lm料に
金

つき）
10面を超え20nfまでの分 80円
20rr!を超え30rr!までの分 100 
30面を超え50吋までの分 120 
50面を超え100m3までの分 140 
100吋を超える分 160 
1orrlx世帯数を超え 80円20吋X且帯数までの分

20rrlX世帯数を超え 100 30rr!X世帯数までの分

30rrlX世帯数を超え 120 50rrlX世帯数までの分

50面x世帯数を超え 140 10orrlx世帯数までの分

100面x世帯数を超える分 160 
lrr/につき 100円
ln/につき 65 
ln/につき 320 

lrr/につき 80 

0全体改定率（昭和51年度の料金に対して） 28. 7% 
0家庭月基本料金改定率（昭和51年度の料金に対して） 30. 0% 

平成4年12月の改正

： 
基本料 金

嬰鷹料 金

10m3 

一般用 まで 1,210円

10mSX 
集団 世帯数 1,210円 x
住宅用 まで 世帯数

プール用
公翻註
臨時用

一般用 l暉まで I, 210円

0全体改定率
0家庭用基本料金改定率

超過料金

使用水量 （国
料

に
金

つき）
10rr1を超え20吋までの分 150円
20rrlを超え30rrlまでの分 185 
30吋を超え50吋までの分 240 
50rrlを超えIOOrrlまでの分 280 
lOOrrlを超える分 320 
lOrrlX世帯数を超え 150円2orrlx世帯数までの分

2orrlx世帯数を超え 185 30対X世帯数までの分

30rr!X世帯数を超え 240 50rr!X世帯数までの分

50rrlX世帯数を超え 280 lOOnlX世帯数までの分

10orrlx世帯数を超える分 320 
l吋につき 190円
lnfにつき 120 
lrr/につき 630 

lrr/につき 150 

25. 8% 
23.1% 

昭和56年5月の改正

口用途

基本料 金 超過料金

塁嵐料 金 使用水量 （国
料

に
金

つき）
10面を超え20rr/までの分 120円

IOn/ 20面を超え30rrlまでの分 150 
一般用 まで 970円 30面を超え50mまでの分 190 

50面を超え100面までの分 220 
lOOrrlを超える分 250 
!OrrlX世帯数を超え 75円2onlx世帯数までの分

20面X世帯数を超え 150 30rr/X世帯数までの分
!On/X 

集団 枇帯数 970円 x 30rrlx世帯数を超え 190 
住宅用 まで 世帯数 50rrlX世帯数までの分

50面X世帯数を超え 220 lOOrrlX世帯数までの分

lOOrr/X世帯数を超える分 250 
プール月 lrrlにつき 150円
公翻醤舟 lrrlにつき 95 
臨時用 lrrlにつき 500 

一般用 10面まで 970円 lrrlにつき 120 

0全体改定率 53. 6% 
0家庭用基本料金改定率 49. 2%

平成26年10月の改正

口用途

基本料 金 従量料金
メ ーター

料 金 使用水量 (lrrl
料

に
金

つき）ロ径
13mm 700円 1面から10吋までの分 50円
20mm 700 10面を超え20rrlまでの分 150 

一般用 25mm 1,650 20rrlを超え30m3までの分 185 
30mm 2,640 30対を超え50rrlまでの分 240 
40mm 4,200 50rrlを超え100面までの分 260 
50mm 7,010 lOOrrlを超える分 300 
75mm 15,260 
100mm 26,340 
150mm 61,880 

lmX世搭数からlOmX世帯数までの分 50円

lOn!X闘位を超え20面X世帯数まで{/)分 150 

集団 700円 x 箪X泄観を超え30nlX世帯致までの分 185 
住宅用 世帯数

31lrr/X泄嘗数を超え50m'x世滞数までの分 240 

緬X世隷を超え1oorrlx世隷までの分 260 
100吋x佃帯数を超える分 300 

公素浴嗣 lmにつき 120円

邸時用 lnlにつき 630 
一般用 700円

1面から!Orrfまでの分 50円
10面を超える分 150 

0基本水菌及びプール用を廃止し、一般用にメ ー タ ー 日径別を導入















上尾市水道事業年表

昭和 30 1月　3町3村合併、新上尾町誕生 平成 5 12月　光ディスク導入
33 7月　上尾市誕生、県内19番目、全国513番目 6   4月　機構改革により3課10係から4課12係に改められる 
36 12月　水道事業経営認可 　8月　全国的な異常渇水による取水制限（削減率45％）
37 12月　水道委員会設置  10月　水道30周年記念式典を挙行 
38 10月　給水条例全部改正  7 　1月　阪神淡路大震災、神戸市災害対策本部へ

10月　取水地点及び浄水方法の変更認可 　　　　　非常用飲料水袋3000袋を物資援助
11月　中央浄水場建設に着手 　2月　神戸市垂水区内の避難所へ給水車1台と

39 10月　中央浄水場から給水開始 　　　　 職員延べ6名を現地へ派遣
40 12月　第1期拡張事業認可 8   1月　冬季異常渇水に伴う県水取水制限（削減率19％）
41   4月　地方公営企業法の財務規定が適用 　7月　北部PCタンク8000㎥　2基完成
42   4月　地方公営企業法の全部が適用   8月　夏季異常渇水に伴う県水取水制限（削減率38％）

12月　水道料金の委託徴収制度発足 9   3月　冬季異常渇水に伴う県水取水制限（削減率13％）
43   3月　第1期拡張事業変更認可 　3月　水道料金及び分担金等の改定案可決

  6月　西部浄水場建設に着手 　4月　開発負担金の徴収を廃止
12月　西部浄水場給水開始 　9月　北部浄水場新管理棟完成

44 　4月　水道委員会を廃し、上水道委員会設置 10 　4月　水道料金収納等事務全面民間委託開始 
　7月　西部浄水場水源により給水開始 10月　ハンディターミナル検針導入
10月　水道5周年を迎える 11   7月　県水供給単価の地域間格差是正策が施される 

45   6月　メーターの委託検針制度の実施 　　　　（1㎥当たり61.78円（税抜き））
10月　隔月検針制度実施  10月　水道35周年を迎える 
10月　上下水道料金の口座振替開始 12  11月　北部県水受水施設更新工事完成

47 　3月　第2期拡張事業認可 13 　1月　北部浄水場場内整備工事完成
　4月　水道課を水道部に改め、業務課、施設課を置く 　4月　3階建て以上直結直圧給水導入
11月　大、中規模開発の給水抑制はじめる   8月　夏季異常渇水に伴う県水取水制限（削減率8％）
12月　北部浄水場建設に着手 15 　4月　上下水道料金電算システム自己導入開始

48 　1月　公害防止条例により、地下水採取規制地域に指定 　4月　上下水道料金のコンビニエンスストアでの
　6月　ポンプ場の事故により6/23～6/27、 　　　 　収納取扱い開始
　　　　　7/4～7/17まで断水となる 16 　4月　水質基準の改正
　7月　北部浄水場から給水開始 　5月　地図情報システム導入

49  10月　分担金徴収制度実施  10月　水道40周年を迎える 
 10月　開発負担金について取扱要綱制定 17 12月　水道料金改定案可決
 10月　機構改革により、総務課を新設、3課となる 18 　6月　水道事業危機管理マニュアル作成
 10月　水道10周年を迎える 19 　3月　水質モニター8台となり、同設置計画完了

50   3月　第3期拡張事業認可 12月　「上尾市水道事業中期経営見通し」を策定
  9月　東部浄水場建設に着手 20 10月　「上尾市地域水道ビジョン」策定
12月　水道料金改定案一部修正可決 21 ８月　給水開始45周年ペットボトル水「あなたにげんきを

51 　5月　埼玉県広域第二水道用水供給事業に関する 　　　　おくる水」販売
　　　　　協定書締結 22 12月　マッピングシステムシステム運用開始
　6月　東部浄水場から給水開始 23 　2月　上下水道料金調定システムの更新
　7月　給水装置技術者制度を改め、責任技術者 　3月　水質試験室棟新築工事完了
　　　　 配管技能者に分離 　3月　浄水場監視制御システム設備完成
　9月　埼玉県広域第二水道事業促進協議会発足 24 　5月　ホルムアルデヒド検出に伴う県水の一時受水停止

52   4月　漏水防止本格化   9月　夏季異常渇水に伴う県水取水制限（削減率5％）
11月　第3期拡張事業変更認可 25 　7月　夏季異常渇水に伴う県水取水制限（削減率5％）

53   8月　県水受水開始（東部浄水場、北部浄水場） 12月　水道料金改定案可決（消費税8%）
12月　水道料金改定案可決 26 　4月　組織再編により上下水道部に改められる

54  10月　水道15周年を迎える 　6月　水道料金改定案可決（用途別基本料金から口径別
55   3月　第4期拡張事業認可 　　　　 基本料金へ）
56   3月　埼玉県水源地域対策基金に関する協定締結  10月　水道50周年を迎える

　3月　水道料金改定案可決 27   4月　 上水道委員会を廃し上下水道事業審議会を設置
　4月　給水管及び配水管修繕工事に関する委託契約を 28   3月　 東部浄水場１号配水池耐震補強工事完了
　 　　　上尾市管工事業協同組合と締結 11月　　「上尾市水道事業ビジョン」を策定

57 　4月　給水装置の漏水修繕工事費負担をメーターまで拡大 29 　6月　　東部浄水場２号配水池耐震補強工事完了
58 　4月　メーター検針業務全面民間委託開始   7月 　 「上尾市水道事業経営戦略」を策定

　5月　管理棟落成 　　　　　夏季異常渇水に伴う県水取水制限（削減率6％）
59 　7月　既設の４浄水場を遠隔操作により管理する 30 10月　　水道料金のスマホ決済開始

　　　　「集中管理システム」が完成 31   3月    水道料金改定案可決（消費税10％）
10月　水道20周年記念式典を挙行 令和 2   3月    実動班発足

61   3月　東部浄水場に第四配水池完成   8月　　新型コロナウイルスに係る支援策として水道の
  3月　上尾市水道事業基本計画書作成 　　　　　 基本料金4か月分免除を実施

62 　7月　県水受水開始後最大の取水制限（削減率49.7%） 4 　1月　　中央配水場からの配水停止
平成 元 10月　水道25周年を迎える 　3月　　水道事業危機管理マニュアル改定

2 　1月　飲料水兼用耐震性防火貯水槽を設置（100㎥） 　6月　　中央配水場配水池撤去工事完了
3   4月　浄水場夜間業務全面民間委託開始 5 　3月　　「上尾市水道事業ビジョン」を改定

　4月　水質試験室の設置 12月　　東部浄水場着水井・混和池更新工事完了
  4月　漏水修繕業務全面民間委託開始 6   1月、3月

4   3月　第5期拡張事業認可 　　　    能登半島地震のため輪島市内の避難所へ派遣
　9月　水道料金改定案可決            給水車、連絡車、職員を2回派遣

5 　3月　次亜塩素酸ナトリウム注入機設置（西部・北部浄水場） 　10月  水道60周年を迎える
　6月　給水材料の見直し（HIVPの採用）
12月　水質基準の改正
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